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25年度は9回の子ども食堂で計310食を提供した

子ども食 堂に合わ
せて、 親 子で 参 加
する体 験 型イベン
トや相談会を開催。
保護者が子どもを
遊ばせながら悩み
を共有する機会に

2025年8月、拠点のホテルで地域の夏まつりを開催した。来場者でにぎわう玄関前
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子育て支援を介したホテルと地域のコラボレーション

活動概要と活動対象範囲
　京都市中京区の二条駅西側に位
置する「HOTEL ECCLESIA」の中
で、ひとり親家庭向けシェアハウス

「MIO ECCLESIA」を運営していま
す。ホテル宿泊料の一定パーセン
トがシェアハウスに寄付される仕
組みで、居住者はホテルで働くこ
ともできます。
　本助成活動では、ひとり親家庭
と地域の子育て世帯を対象として、
月1回のペースで「子ども食堂えくれ
しあ」を、また、世代を超えた地域
交流を目的として8月に「ながもと
夏まつり」を開催しました。子ども
食堂には親子向けワークショップ
や相談会を併設し、そこでつながっ
た地域のひとり親家庭への訪問支
援も継続しています。

活動に至った理由や背景
　二条駅西側は住宅地と商業施
設、ホテルが隣り合う地域であり、
オーバーツーリズムの懸念も広が
るなかで、観光業と地域住民との
共存が課題となっています。そん
な中、母子シェアハウスを併設す
るHOTEL ECCLESIAの開業時の住
民説明会では、少子高齢化やコロ
ナ禍で途絶えた地蔵盆の再開を望
む声が寄せられました。地蔵盆は
子どもの成長を願うとともに、多世
代交流を支える地域行事であるこ
とから、子ども食堂を足がかりに
地域とのつながりを育む活動を始
めました。

活動内容と成果
● 子ども食堂
　HOTEL ECCLESIAを会場として、
25年5月から26年2月まで継続的
に子ども食堂を実施しました。食
事は無添加で安全な食材を使用す
る食堂、キッチン・ハリーナの協
力の下で提供し、5月25日、6月22

日、7月27日、9月28日、10月13日、
11月30日には各30食、12月21日と
1月25日には各40食、2月15日には
50食を提供しました。単なる食事
提供にとどまらず、毎回、親子ア
トリエや相談会を併営することで、
ひとり親家庭や地域住民が安心し
て集い、交流し、必要に応じて相
談できる居場所づくりを進めまし
た。
　親子アトリエでは、5月に「新聞
紙であそぼう」、6月に「絵本を楽
しもう」、7月に「おもちゃ交換会」、
9月に「絵本の読み聞かせ」、10月
に「手品のふしぎ」、11月に「工作
教室」、12月に「ケーキのデコレー
ションを楽しもう」、1月に「バルー
ンアートを楽しもう」、2月に「絵
画・ちぎり絵教室」を実施しまし

た。内容は、親子で一緒に参加し
やすく、自然な会話や交流が生ま
れるものを意識して企画しました。
12月のケーキデコレーションや1月
のバルーンアートは、母子シェアハ
ウスの入居者が講師を務めました。
支援を受ける立場にあった入居者
が、自ら活動の担い手となって地
域に関わったことは、本事業の重
要な特徴です。
　相談会としては、5月に「ライフ・
ワーク・バランスを考える」、6月
と2月には「スクール・ソーシャル
ワーカー相談会」、9月に「多様な
教育の可能性」を、それぞれ専門
家を招いて実施しました。親子アト
リエと同時開催することで、子ども
が遊んでいる間に保護者が相談し
やすくなり、家庭、就労、子育て、

団体設立経緯
　一般社団法人みをつくしは、代
表・松田舞が個人として母子家庭
の支援を続けてきた経験を基に、
2023年9月に設立されました。ひ
とり親は家事や育児の負担が大き
く、住まいや仕事、子どもの預け
先の確保など複合的な困難を抱え
やすいという課題があります。そこ
でまずは親子が安心して暮らせる
環境を整え、孤立を防ぎながら自
立した生活へつなげる支援が必要
だと考え、居住支援を主軸とした
活動を開始しました。
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地 域の地 蔵 盆の 復
活を目指して、ホテ
ルを会場とした「な
がとも夏まつり」を
開催した

「100れしあ」という交換チケット
を渡す仕組みを導入し、子どもた
ちが親にお金をねだらなくても遊
べ、祭りを一緒につくる担い手と
して参加できるよう工夫しました。
その結果、実際に多くの子どもた
ちが積極的にお手伝いに関わって
くれました。
　地域住民や近隣の子どもたち、
保護者らが多数来場し、ホテルの
宿泊客も加わって、非常ににぎわ
いのある催しとなりました。観光業
と地域住民との共存が課題となる
地域において、ホテルが単なる宿
泊施設ではなく、地域交流の拠点
となりうることを示す機会にもなっ
たように思います。地域に開かれ
た場としてホテルを活用し、子育て
支援を軸に住民との信頼関係を築
くという、本助成活動の方向性を
象徴する取り組みでした。
● 成果
　本助成活動を通じて得られた最
も大きな成果は、ひとり親家庭や
その子どもたちが、支援の受け手
としてのみではなく、地域活動の
重要な主体として積極的に関わり、
自ら輪を広げていったことです。母
子シェアハウス入居者は、自分の
特技を活かしてワークショップの講
師や運営を担いました。入居者の
中学生が自らチラシをデザインし、
学校にも根回しして「こども委員会」
を組織したことは、子どもや若者
が年齢差を超えて地域活動に主体
的に関わる契機となりました。
　また、相談会と親子アトリエを併
営したことにより、保護者が子ども
を遊ばせながら相談できる環境が生
まれました。子どもがそばにいると
話しにくい悩みであっても、アトリエ
会場と相談部屋が分かれていること
で落ち着いて相談することができ、
就労、子育て、学校、家庭生活など、

複合的な課題を抱えるひとり親家
庭への支援につながりました。特に
1歳前後の乳幼児を育てる保護者の
参加が多く、親同士のつながりや
情報交換への期待が高いことも明
らかになりました。
　子ども食堂という名称は、地域
住民や支援者にとっても活動内容
が伝わりやすいものでした。活動
を知った人が寄付金を集めてくれ
たり、ボランティアとして継続的に
関わってくれたり、近隣カフェが
利用券を発行してくれたりと、地
域に支援の輪が広がりました。参
加者の中から「今後も子ども食堂
を続けていきたい」という声があが
り、継続のためのワークショップや
調理講習会を実施できたことは、
活動が一過性のものではなく、地
域に根付き始めていることを示し
ています。
　本助成活動は、子ども食堂とな
がもと夏まつりを通じて、ひとり
親家庭の孤立を防ぎ、地域住民、
多世 代、 専 門 職、 行 政、 学 校、
NPO、企業など多様な主体をゆる
やかにつなぐ基盤を形成しました。
支援される人と支援する人を固定
的に分けるのではなく、それぞれ
ができる役割を持ちながら地域の
中で関わり合う関係を育てられた
ことが大きな成果です。

課題と解決方策
　本助成活動では、当初、地域の
伝統行事である地蔵盆の再開も視

野に入れていましたが、町内会が
子ども数の減少を理由に2025年
度は地蔵盆を実施しない方針を決
めたため、ホテル敷地内で「なが
もと夏まつり」を開催する形となり
ました。町内会には告知やチラシ
配布にご協力いただき、実際に町
内から多数の参加者がありました。
地域交流の活性化にはつながりま
したが、地蔵盆そのものの再開に
は至らず、既存の地域行事の継承
という点では課題が残りました。
　一方で、子ども食堂をきっかけ
に地域の母子・多子家庭に対して
当団体が支援を開始したことで、
地域住民や学校、行政機関から一
定の信頼を得ることができました。
子育て支援を地域課題として中心
に据えた、新たな連携が生まれつ
つあります。

今後の予定
　来年度も子ども食堂やアトリエ
を開催し、地域交流の場を維持し
つつ、参加者が地域活動に主体的
に関わる機会を増やしていきます。
具体的には、子ども食堂参加者と
一緒に、地域商店街の子育てフレ
ンドリーマップを作成する事業を
計画しており、準備段階ですでに
子育て世帯と地域商店とのつなが
りが生まれ始めています。今後もひ
とり親家庭をふくめた子育て世帯
が孤立せず、日常的に地域社会と
つながれるような仕組みづくりを進
めていきます。

一般社団法人みをつくし
2023年3月設立、同年9月法人化／メンバー数：12人／代表者：松田 舞（まつだ・まい）
●〒604-8421　京都市中京区西ノ京永本町23 HOTEL ECCLESIA内

info@mio294.net　 mio294.net/　 mio294.kyoto

私たちは、ひとり親家庭が孤立することなく安心して暮らせる場を提供することを
目的に、ひとり親家庭向けシェアハウスの運営や自立生活支援、就労相談、地域
交流の拠点となる子ども食堂の運営に取り組んでいます。

学校生活などに関する悩みを自然
なかたちで共有できる場となりまし
た。7月の「子育て情報交換会」、
10月の「こんなサポート・ボラン
ティアがほしい！」、2月の「わくわ
く！お年玉バザー・交換会」では
参加者同士が積極的に情報を交
換しました。
　2月8日には、今後の活動の継続
を見据えて「子ども食堂調理講習
会」を開催しました。保育士や介護
士が参加者の子どもの見守りを担
うなか、キッチン・ハリーナの指導
の下で調理準備や配膳の流れを学
び、実践につなげました。続く2月
15日の子ども食堂では、前日にス
タッフが食材の下ごしらえを担い、
当日はボランティアが実際の調理に
も参加し、50食を準備しました。
この回では、地元アーティストに
よる「絵画・ちぎり絵教室」と、ス
クール・ソーシャルワーカー相談会
を併せて実施し、食事と表現活動、

相談支援が一体となった充実した
場となりました。
　3月1日には、1年間の振り返り会
議を行い、活動を継続していくた
めの課題と展望を共有しました。
　1年の活動を続ける中で、保育
士、介護士、学 校関係者、学生
や地域ボランティアなど協力者が
徐々に増え、今後の活動を継続す
る体制が整いました。ホテルを運
営する株式会社グレープヴァイン、
入居契約書の作成や満室時、退
去後の住まい紹介をしてくれている
ShuJu不動産、空き家やオーナー
の紹介をしてくれている富士合同会
社など民間企業の協力に加え、京
都市ひとり親家庭支援センターゆ
めあす、京都府ひとり親家庭自立
支援センター、京都府社会福祉協
議会、京都市中京区社会福祉協議
会などの公的機関からも職員が見
学に訪れ、その後もケースに応じ
た助言や最新の支援情報を提供し

てくれています。京都市市民活動
総合センターからは、ラジオで広
報する機会もいただきました。
● ながもと夏まつり
　8月24日には、HOTEL ECCLESIA
を会場として「ながもと夏まつり」を
開催しました。これは、コロナ禍
を経て地域で途絶えていた夏祭り
を再び実施し、地域住民、とりわ
け子どもたちや子育て世帯、多世
代の住民が交流できる機会を生み
出すことを目的としたものです。会
場では、ちょうちんを飾って祭りら
しい雰囲気を整え、わたがし、トッ
ピング自由のかき氷、割りばし射
的、輪投げ、千本くじなどのコーナー
を設けました。玄関先には地元の
タコ焼き屋「タコとケンタロー」に
屋台を出してもらいました。
　本企画では中学生ボランティア
も参加し、準備や当日の会場運営
に積極的に関わりました。さらに、
祭り会場の手伝いをした子どもには


